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は
じ
め
に

本
稿
に
お
い
て
は
紀
長
谷
雄
の
「
延
喜
以
後
詩
序
」（﹃
本
朝
文
粋
﹄

巻
八
、
201
）、
大
江
匡
房
の
「
暮
年
記
」（﹃
本
朝
続
文
粋
﹄）
を
考
察
の

対
象
と
す
る
。

先
行
研
究
の
概
要
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
後
藤
昭
雄
氏
の
「
文
人
相

軽⎠
1
⎝

」
以
来
、「
延
喜
以
後
詩
序
」
は
菅
家
門
下
の
有
力
者
た
る
紀
長
谷

雄
の
自
叙
伝
と
み
な
さ
れ
、
詩
人
無
用
論
を
考
察
す
る
周
辺
資
料
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
い
で
「
暮
年
記
」
で
あ
る
が
、
後
藤
氏

が
「
大
江
匡
房
の
「
暮
年
詩
記
」
に
つ
い
て⎠

2
⎝

」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

そ
の
文
学
史
的
意
義
は
大
江
匡
房
の﹃
本
朝
文
粋
﹄受
容
の
一
環
と
し
て
、

長
谷
雄
の
序
を
モ
デ
ル
と
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

両
篇
に
関
し
て
は
多
く
の
論
考
が
備
わ
る
が
、
両
篇
が
自
伝
的
作

品
と
見
な
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
表
現
の
文
学
的
特
質
に
つ
い
て
考

察
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
本
稿
は
自
伝
的
作
品
と
し
て
両
篇
を

吟
味
し
、
平
安
朝
に
お
け
る
文
人
の
自
己
形
成
の
作
品
と
し
て
読
み

う
る
こ
と
を
考
察
す
る
。

一
、
自
序
の
叙
述
―
―
集
団
か
ら
独
立
す
る
個
人

「
延
喜
以
後
詩
序
」
は
書
序
の
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て

序
の
分
析
に
入
る
前
に
、
個
人
の
文
集
の
書
序
に
つ
い
て
少
し
く
概

観
し
た
い
。

ま
ず
、
序
と
い
う
文
体
の
定
義
を
確
認
し
よ
う
。
早
く
に
孔
安
国

は
﹃
尚
書
﹄
序
に
「
序
は
以
て
作
者
の
意
を
序
す
る
所
な
り⎠

3
⎝

」
と
述

べ
て
い
る
。
明
の
徐
師
曽
は
﹃
文
体
明
弁
序
説
﹄
に
お
い
て
、「
序
は
、

緒
な
り
」
と
い
う
﹃
爾
雅
﹄
の
説
に
基
づ
き
、「
其
の
善
く
事
理
次
第

平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
自
序
の
系
譜

―
―
文
人
の
自
己
形
成
―
―

宋　
　
　

晗
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を
叙
ぶ
、序
の
有
る
こ
と
絲
の
緒
の
若
く
を
言
う
な
り⎠

4
⎝

」
と
解
す
る
。

い
わ
ば
序
は
現
代
の
我
々
が
想
定
す
る
よ
う
な
、
書
物
の
趣
旨
を
述

べ
る
文
体
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
古
代
中
国
に
お
け
る
自
序
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
川
合
康

三
氏
が
「
書
物
全
体
の
内
容
、
執
筆
の
動
機
な
ど
を
記
す
も
の
で
あ

る
が
、
執
筆
の
経
緯
を
記
す
な
か
で
時
に
著
者
自
身
の
経
歴
に
触
れ

る
こ
と
が
あ
る⎠

5
⎝

」
と
概
括
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
書
序
に
共
通
す
る

要
素
と
し
て
第
一
に
書
物
の
趣
旨
、
第
二
に
著
者
の
略
歴
が
想
定
さ

れ
る
。
平
安
朝
の
書
序
で
あ
る
「
延
喜
以
後
詩
序
」、
源
順
の
「
沙

門
敬
公
集
序
」（﹃
本
朝
文
粋
﹄
巻
八
、
202
）
も
基
本
的
な
要
素
を
備
え

て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
「
延
喜
以
後
詩
序
」
の
分
析
に
遷
る
。
当
該
詩
序
は
、

紀
長
谷
雄
の
最
晩
年
に
あ
た
る
延
喜
年
間
に
成
立
し
、
一
五
歳
の
大

学
寮
入
学
に
始
ま
り
、
延
喜
年
間
に
至
る
ま
で
の
人
生
を
回
顧
す
る

と
と
も
に
、
延
喜
年
間
に
製
作
さ
れ
た
詩
を
収
録
し
た
﹃
延
喜
以
後

詩
巻
﹄
の
編
纂
経
緯
・
動
機
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
部
か
ら

文
章
生
に
補
さ
れ
る
ま
で
の
箇
所⎠

6
⎝

を
掲
げ
る
。

①
予
十
有
五
始
志
レ
学
、
十
八
頗
知
二
属
文
一
。

 

②
時
無
二
援
助
一
、
未
レ
遇
二
提
奨
一
。
先
師
都
大
夫
、
為
二
当
時
秀

才
一
。
予
雖
レ
列
二
門
徒
一
、
未
レ
及
レ
知
名
。
于
レ
時
、
北
堂
諸
生

群
飲
、同
賦
下「
幽
人
釣
二
春
水
一
」
之
詩
上
。
先
師
独
擢
二
予
詩
一
曰
、

「
綴
韻
之
間
、
甚
得
二
風
骨
一
。」
依
二
此
一
言
一
、
漸
増
二
声
価
一
。

其
後
信
レ
譖
、
遂
被
二
踈
遠
一
。
淪
翳
積
レ
年
、
研
精
永
倦
。
貞
観

之
末
、
纔
登
二
進
士
之
科
一
。

紀
長
谷
雄
の
自
序
は
﹃
論
語
﹄
為
政
篇
の
あ
の
有
名
な
言
葉
、「
子

曰
く
、
吾
十
有
五
に
し
て
学
を
志
す
」
を
ふ
ま
え
て
説
き
起
こ
さ
れ

る
。長
谷
雄
は
後
年
こ
そ
文
章
道
の
第
一
人
者
と
し
て
重
き
を
な
し
、

文
人
と
し
て
は
稀
有
の
中
納
言
の
位
に
ま
で
至
っ
た
が
、
若
年
は
起

家
の
文
人
と
し
て
官
界
に
身
を
投
じ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
後
藤
昭

雄
氏
は
「
属
文
」（
文
を
属つ
づ

る
）
を
長
谷
雄
が
一
八
歳
に
し
て
初
め
て

詩
を
賦
し
た⎠

7
⎝

と
解
す
る
が
、
柿
村
注
・
新
大
系
注
で
当
該
箇
所
に
付

さ
れ
た
﹃
漢
書
﹄「
賈
誼
伝
」
の
一
節
で
あ
る
「
賈
誼
は
雒ら
く
や
う陽

人
な
り
。

年
十
八
に
し
て
、
能
く
詩
書
を
誦
し
文
を
属
る
を

0

0

0

0

0

以
て
郡
中
に
称
せ

ら
る
」
は
、
若
年
に
し
て
能
文
で
あ
っ
た
賈
誼
の
資
質
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
他
の
史
伝
に
も
類
似
す
る
表
現
が
ま
ま
み
ら
れ
る
。
従
っ

て
一
八
歳
の
頃
に
は
能
文
で
あ
っ
た
と
解
す
る
の
が
穏
当
か
と
思
わ

れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
青
年
時
代
は
史
伝
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
能

文
家
達
の
そ
れ
―
―
例
え
ば
賈
誼
は
文
名
を
以
て
郷
里
に
知
ら
れ
、

時
の
太
守
・
呉
公
の
知
遇
を
契
機
と
し
て
景
帝
に
召
さ
れ
る
―
―
と

比
べ
て
多
事
多
難
で
あ
っ
た
。
②
に
あ
る
よ
う
に
、
起
家
の
文
人
で

あ
る
た
め
に
援
助
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
長
谷
雄
は
や
が
て
都
良
香
の
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門
人
と
な
り
、
詩
が
良
香
の
目
に
と
ま
っ
て
そ
の
才
を
認
め
ら
れ
、

名
を
徐
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
嫉
視
し
た

同
門
に
よ
る
と
思
し
い
讒
言
に
よ
っ
て
冷
遇
さ
れ
る
。
苦
境
に
立
た

さ
れ
た
長
谷
雄
は
そ
れ
で
も
貞
観
一
八
年
（
八
七
六
）、
三
二
歳
に
し

て
文
章
生
に
補
さ
れ
る
。「
研
精
」
は
細
か
く
調
べ
る
こ
と
。
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
学
問
に
没
頭
す
る
様
を
表
す
言
葉
と
し
て
史
伝
で

用
い
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
﹃
後
漢
書
﹄「
曹そ
う
ほ
う襃

伝
」
で
「
昼
夜
研0

精0

し
、
沈
吟
し
て
専
思
す
」
と
表
現
し
て
い
る
。
長
谷
雄
は
必
死
に

勉
学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
自
ら
の
運
命
を
き
り
拓
け
な
か
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
長
谷
雄
の
境
涯
は
道
真
門
下
に
入
る
こ
と
で
開
け

た
よ
う
で
あ
る
。
道
真
ら
師
友
と
の
交
流
を
描
く
箇
所
を
掲
げ
る
。

 

③
故
菅
丞
相
在
二
儒
官
一
之
日
、
復
党
二
同
門
一
、
未
レ
有
二
相
許
一
。

適
見
二
予
「
大
極
殿
始
成
宴
集
詩
」
一
云
、「
不
レ
意
伊
人
詞
藻
至
レ

此
」。
自
後
属
レ
意
、
数
相
寄
和
︙
︙

 

④
故
伊
州
別
駕
田
大
夫
作
二
当
代
之
詩
匠
一
。
昔
為
二
美
州
別
駕
一
、

秩
満
帰
洛
、
見
二
予
旧
草
一
、
即
語
レ
人
曰
、「
吾
始
不
レ
許
二
紀
秀
才

文
一
。
自
二
我
不
一
レ
見
四
五
年
来
、体
製
非
レ
昔
、可
レ
謂
二
日
新
一
」。

寬
平
年
中
、
田
大
夫
臥
レ
病
遂
亡
。

③
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
菅
家
の
門
下
に
入
っ
た
当
初
は
目
立
た

ず
、﹃
大
極
殿
始
成
宴
集
﹄
に
収
録
さ
れ
た
詩
が
「
適た
ま
た

ま
」
道
真
の

目
に
と
ま
っ
て
才
能
を
認
め
ら
れ
、
し
ば
し
ば
唱
和
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
④
で
は
当
代
の
詩
匠
と
称
さ
れ
る
島
田
忠
臣
が
美
濃
介
の
任

期
終
了
後
に
長
谷
雄
の
詩
を
目
に
し
、
刮
目
し
て
そ
の
詩
才
を
讃
え

た
と
い
う
。
前
掲
し
た
大
学
寮
時
代
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
も
、

や
は
り
都
良
香
の
評
価
に
よ
っ
て
詩
名
が
増
し
た
と
長
谷
雄
は
述
べ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
長
谷
雄
の
詩
才
の
具
体
的
な
質
は
、
有
力
者
が

認
め
る
と
い
う
話
型
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
か
か
る
発
想
自
体
は

書
序
に
ま
ま
見
ら
れ
る
も
の
の
、
長
谷
雄
の
場
合
、
そ
の
過
程
は
波

乱
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
都
良
香
門
下
で
冷
遇
を
う
け
た
だ
け

で
な
く
、
前
掲
箇
所
①
傍
線
部
に
「
復
た
同
門
に
党
せ
し
か
ど
も
、

未
だ
相
許
す
こ
と
有
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
し
く
属
し
た
菅
家

に
お
い
て
も
詩
が
「
適た
ま
た

ま
」
見
出
さ
れ
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
待
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
長
谷
雄
の
上
昇
の
軌
跡
は
単
線
的
な
も
の
で

は
な
く
、
一
回
は
失
敗
し
（
都
良
香
）、
二
回
は
成
功
す
る
（
菅
原
道

真
・
島
田
忠
臣
）
と
い
う
、
螺
旋
的
に
く
り
か
え
さ
れ
る
人
間
関
係

の
型
の
う
ち
に
、
無
名
の
文
人
が
苦
闘
し
な
が
ら
詩
名
を
獲
ち
と
る

過
程
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
道
真
・
忠
臣
か
ら
実
力
を
認
め
ら
れ
た
長
谷
雄
は
、
今
度

は
同
輩
（
高
丘
五と
も
つ
ね常

）
と
対
等
に
交
友
関
係
を
結
び
、
や
が
て
は
上

位
者
と
し
て
後
輩（
小
野
美よ
し
き材
）を
讃
え
る
立
場
に
ま
わ
る
。
し
か
し
、

詩
友
達
は
相
次
い
で
没
し
、
師
の
道
真
も
昌
泰
四
年
（
九
〇
一
）
に

太
宰
府
へ
と
左
遷
さ
れ
て
し
ま
う
。
道
真
ら
を
と
り
ま
く
詩
人
無
用
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論
に
つ
い
て
は
先
学
の
論
考
が
備
わ
る
の
で
深
く
立
ち
入
ら
な
い

が
、
道
真
は
長
谷
雄
に
贈
っ
た
「
傷
野
大
夫
」（﹃
文
粋
﹄
巻
一
、
016
）

に
お
い
て
、
詩
を
言
わ
ぬ
儒
者
が
は
び
こ
る
今
、
詩
人
た
る
長
谷
雄

も
劇
務
に
忙
殺
さ
れ
詩
を
詠
む
暇
も
な
い
だ
ろ
う
と
嘆
き
つ
つ
、
ま

も
な
く
世
を
去
っ
た
と
長
谷
雄
は
語
る
。
朝
廷
は
詩
に
重
き
を
置
か

ぬ
儒
者
に
占
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 　

在
レ
朝
儒
者
、
寔
繁
有
レ
徒
、
咸
列
二
王
何
之
輩
一
、
不
レ
習
二
潘

謝
之
流
一
。
取
捨
不
レ
同
、
是
非
各
異
。
彼
豈
為
二
愛
憎
一
而
然
乎
、

誠
不
レ
知
二
文
体
之
趣
一
也
。
司
馬
遷
有
レ
言
、「
誰
為
為
之
、
誰
令
レ

聴
之
」。
故
予
延
喜
以
後
、
不
レ
好
レ
言
レ
詩
︙
︙

儒
者
は
碩
学
の
王
弼
・
何
晏
を
学
び
、
大
詩
人
の
潘
岳
・
謝
霊
運

の
如
く
詩
を
た
し
な
ま
な
い
。
彼
ら
は
長
谷
雄
ら
詩
人
と
異
な
る
嗜

好
を
有
し
、
そ
れ
は
特
定
の
文
体
を
好
む
と
い
う
の
で
は
な
く
、
文

体
の
趣
を
ま
っ
た
く
理
解
し
な
い
た
め
で
あ
る
と
長
谷
雄
は
痛
烈
に

批
判
し
た
。
ま
た
司
馬
遷
の
「
報
任
少
卿
書
」（﹃
文
選
﹄
巻
四
一
）

の
一
節
を
引
用
し
、
知
己
を
す
べ
て
失
っ
た
延
喜
以
降
、
も
は
や
詩

を
語
る
こ
と
を
厭
う
よ
う
に
な
っ
た
と
長
谷
雄
は
蕭
索
た
る
思
い
を

吐
露
す
る
。

起
家
の
文
人
が
学
閥
を
渡
り
歩
く
過
程
で
詩
名
を
獲
得
し
、
詩
友

と
深
い
交
情
を
結
ぶ
も
の
の
、
や
が
て
は
友
人
を
す
べ
て
失
い
、
垂

暮
に
独
り
歎
息
す
る
―
―
以
上
を
要
す
れ
ば
、
過
去
へ
の
限
り
な
い

懐
旧
の
念
と
、
現
在
の
孤
独
が
自
序
の
基
調
で
あ
る
。
だ
が
、
当
時

の
詩
道
が
危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
か
は
、
そ
の
後
の
平
安
朝
漢
文
学

の
発
展
を
知
る
後
世
の
我
々
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
甚
だ
不
透
明
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
後
藤
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
客
観
的
に
評
価

す
る
な
ら
ば
長
谷
雄
が
喪
失
し
た
の
は
「
詩
人
的
小
世
界
」
で
あ
る

が
、
見
方
を
か
え
れ
ば
、
詩
道
の
衰
退
と
誇
張
さ
れ
る
ほ
ど
に
長
谷

雄
の
抱
え
込
む
孤
愁
は
深
か
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
自
序
は
、
あ
る
種
の
物
語
的
虚
構
を
孕
み
つ
つ
自
己

形
成
を
織
り
な
し
た
も
の
と
評
価
し
う
る
。
冒
頭
に
お
い
て
類
型
的

没
個
性
的
に
造
型
さ
れ
た
無
名
の
青
年
が
、
官
界
で
の
紆
余
曲
折
を

経
、
詩
名
を
獲
得
し
、
幸
福
な
る
時
間
を
詩
友
と
共
有
す
る
も
の
の

そ
れ
を
失
い
、
時
の
学
儒
に
傑
出
す
る
真
の
詩
人
と
な
る
成
長
譚
と

し
て
、
自
序
は
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
時
間
の
推
移
に
律
さ

れ
て
紡
が
れ
る
幸
福
の
獲
得
と
喪
失
、
そ
し
て
集
団
か
ら
の
乖
離
と

い
う
叙
述
に
よ
っ
て
、
長
谷
雄
の
個
が
鮮
明
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
と

言
え
よ
う
。
か
か
る
物
語
的
虚
構
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
自
己
形
成

と
文
学
性
は
、
平
安
朝
中
期
の
漢
文
学
に
お
い
て
は
決
し
て
一
般
的

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
詩
集
に
自
序
を
冠
す
る
と
い
う
営
為
自
体
が
、
当
時

に
お
い
て
は
さ
ほ
ど
一
般
的
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
川
合
康
三
氏
が

「
衆
多
と
異
な
る
我
れ
―
―
書
物
の
序
に
見
え
る
自
伝
」
で
取
り
上



－5－

げ
た
司
馬
遷
の
「
太
史
公
自
序
」（﹃
史
記
﹄）、王
充
の
「
自
紀
篇
」（﹃
論

衡
﹄）、
曹そ
う
ひ丕
の
「
自
叙
」（﹃
典
論
﹄）
な
ど
は
歴
史
書
・
思
想
書
と
い

っ
た
、
一
貫
し
た
意
図
に
よ
っ
て
体
系
的
に
纏
め
ら
れ
た
書
物
に
付

さ
れ
た
自
序
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
人
生
の
折
々
に
異
な
る
動

機
・
背
景
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
詩
は
、
時
間
の
断
片
を
無
原
理
的
に

と
ら
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
詩
篇
が
集
積
整
理
さ
れ
た
詩
集
に
自
序

が
冠
さ
れ
る
の
は
稀
で
あ
る
。
六
朝
か
ら
唐
ま
で
の
佳
篇
を
収
録
す

る
﹃
文
苑
英
華
﹄
の
序
部
に
は
、
下
位
項
目
と
し
て
「
詩
集
」
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
期
間
中
に
詩
集
の
序
が
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
と

し
て
拡
大
定
着
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
（﹃
文
選
﹄
は
詩
集
の
序

を
取
ら
な
い
）。
し
か
し
、﹃
文
苑
英
華
﹄
に
収
録
さ
れ
た
二
八
篇
の
詩

集
序
中
、
自
序
は
白
居
易
の
「
因
継
集
重
序
」（
巻
七
一
三
）
お
よ
び

居
易
と
親
交
の
あ
っ
た
李
紳
の
「
追
昔
遊
集
序
」（
巻
七
一
四
）
の
み

で
あ
り
、
選
集
の
序
あ
る
い
は
個
人
の
詩
集
に
知
人
友
人
の
寄
せ
た

も
の
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、﹃
全
唐
文
﹄
に
検
出
範
囲
を
拡

大
し
て
み
て
も
、
詩
集
の
自
序
は
許
渾
の
「
烏
絲
闌
詩
自
序
」（
巻

七
六
〇
）
を
ふ
く
め
数
篇
し
か
見
出
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
詩
集
の
自

序
は
相
対
的
に
そ
れ
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

文
人
達
の
自
己
表
現
の
具
と
し
て
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
。

だ
が
そ
の
よ
う
な
環
境
に
あ
っ
て
、
白
居
易
が
前
述
の
「
因
継
集

重
序
」
を
含
め
、二
篇
の
詩
集
序
を
残
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
も
う
一
篇
の
自
序
で
あ
る
「
序
洛
詩
」（﹃
文
集
﹄
巻
六
一
、

2931
）
を
取
り
上
げ
た
い
。「
序
洛
詩
」
は
白
居
易
の
晩
年
に
あ
た
る

大
和
三
年
（
八
二
九
）
か
ら
八
年
の
間
に
洛
陽
で
詠
じ
た
詩
四
三
二

首
を
ま
と
め
た
詩
集
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
の
内
容

を
白
居
易
は
以
下
の
よ
う
に
概
略⎠

8
⎝

す
る
。

 　

序
二
洛
詩
一
、
楽
天
自
叙
二
在
レ
洛
之
楽
一
也
︙
︙
除
二
喪
レ
朋
哭
レ

子
十
数
篇
一
外
、
其
他
皆
寄
二
懐
於
酒
一
、
或
取
二
意
於
琴
一
。

冒
頭
で
、
洛
陽
に
お
け
る
喜
び
を
自
ら
述
べ
る
の
が
序
の
目
的
で

あ
る
と
標
榜
し
た
白
居
易
は
、
友
人
児
女
の
逝
去
を
悲
し
む
十
数
首

を
除
け
ば
、
基
本
的
に
泰
ら
か
な
閑
適
生
活
の
諸
相
を
う
た
っ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
大
和
年
間
、
牛
李
の
党
争
と
宦
官
の
跳
梁
に
よ

り
唐
朝
廷
は
混
迷
を
極
め
、
白
居
易
は
中
央
政
界
か
ら
距
離
を
取
り

つ
つ
洛
陽
で
半
ば
隠
遁
生
活
を
送
っ
て
い
た
。こ
の
頃
の
白
居
易
は
、

親
友
元
稹
・
子
息
の
逝
去
を
悲
し
み
、
ま
た
盟
友
の
牛
僧
儒
の
宰
相

辞
任
に
衝
撃
を
受
け
、
政
局
を
深
く
憂
慮
す
る
時
も
ま
ま
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
先
に
見
た
よ
う
に
、
白
居
易
は
こ
の
時
代
を
あ

く
ま
で
多
幸
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
喜
び
を
二
点
に
分
け
て
分
析
的

に
語
る
。

 

Ａ
予
不
佞
、
喜
レ
文
嗜
レ
詩
、
自
レ
幼
及
レ
老
、
著
レ
詩
数
千
首
︙
︙

以
二
其
多
一
矣
、
作
二
一
数
奇
命
薄
之
士
一
亦
有
レ
余
矣
。
今
寿
過
二

耳
順
一
、
幸
無
二
病
苦
一
、
官
至
二
三
品
一
、
兔
レ
罹
二
飢
寒
一
、
此
一
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楽
也
。

 
Ｂ
閑
適
有
レ
余
、酣
楽
不
レ
暇
。
苦
詞
無
二
一
字
一
、憂
嘆
無
二
一
声
一
、

豈
牽
強
所
二
能
致
一
耶
。
蓋
亦
発
レ
中
而
形
レ
外
耳
。
斯
楽
也
、
実

本
二
之
於
省
分
知
足
一
、
済
之
以
二
家
給
身
閒
一
、
文
之
以
二
觴
詠
弦

歌
一
、
飾
之
以
二
山
水
風
月
一
此
而
不
レ
適
、
何
往
而
適
哉
。
茲
又

以
重
二
吾
楽
一
也
。

Ａ
で
白
居
易
は
幼
少
時
よ
り
詩
を
作
る
こ
と
を
好
み
、
総
計
数
千

首
に
な
っ
た
と
過
去
を
ふ
り
か
え
る
。
分
量
の
多
さ
か
ら
古
人
の
ご

と
き
不
遇
薄
命
の
文
人
に
な
り
う
る
も
の
の
、
今
、
六
十
を
越
え
て

病
苦
な
く
、
し
か
も
高
位
に
昇
り
、
生
活
に
困
ら
な
い
事
が
喜
び
の

一
つ
で
あ
る
と
い
う
。

Ｂ
で
は
洛
陽
生
活
の
閑
適
詩
が
、「
毛
詩
大
序
」
に
標
榜
さ
れ
る
詩

の
原
義
に
そ
っ
た
自
然
な
心
情
の
流
露
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ

が
知
足
の
精
神
と
十
分
な
収
入
、
管
弦
詩
歌
、
山
水
風
月
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
白
居
易
は
言
い
、
こ
れ
を
快
と
し
、
喜
び

が
二
重
に
な
っ
た
と
す
る
。

自
分
の
本
性
に
適
合
し
た
閑
適
生
活
の
諸
相
。
川
合
氏
は
、
洛
陽

時
代
に
執
筆
さ
れ
た
自
伝
的
作
品
の
「
酔
吟
先
生
伝
」（﹃
文
集
﹄
巻

六
一
、
2942
）
を
、
陶
淵
明
の
「
五
柳
先
生
伝
」
に
強
く
影
響
を
受
け

つ
つ
も
、
白
居
易
に
独
自
な
「
饒
舌
」
に
よ
っ
て
多
幸
な
る
自
分
が

語
ら
れ
て
い
る⎠

9
⎝

と
評
し
て
い
る
。
当
該
詩
序
も
か
か
る
多
弁
的
な
ス

タ
イ
ル
を
有
し
て
い
よ
う
。
洛
陽
時
代
の
詩
を
精
読
し
て
ゆ
け
ば
、

こ
の
五
年
間
は
そ
れ
以
前
の
人
生
と
同
じ
く
悲
喜
哀
歓
に
み
ち
み
ち

て
お
り
、
必
ず
し
も
閑
適
を
謳
歌
す
る
時
代
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が

居
易
は
、
得
意
の
饒
舌
さ
で
、
こ
れ
ま
で
無
秩
序
に
流
れ
去
っ
た
時

間
に
統
一
的
な
意
味
を
付
与
し
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
に
は
現
在
の
自

分
に
繋
が
る
過
去
を
完
全
な
閑
適
の
時
と
し
て
鋳
直
し
、
記
念
づ
け

る
切
実
な
思
い
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、「
草
堂
記
」（﹃
文
集
﹄

巻
二
六
、
1470
）「
酒
功
賛
」（
同
巻
六
一
、
2927
）
な
ど
、
詩
を
含
め
た
様
々

な
文
体
で
幸
福
な
る
生
活
の
諸
相
を
分
析
的
具
象
的
に
う
た
い
あ
げ

た
姿
勢
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
優
れ
て
中
唐
的

な
白
居
易
の
自
意
識
と
創
作
姿
勢
の
あ
り
よ
う
が
、
詩
集
の
自
序
を

例
外
的
に
成
立
せ
し
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
当
該
序
が
﹃
文
苑

英
華
﹄
の
「
詩
集
」
で
は
な
く
、意
外
に
も
詩
宴
の
序
を
集
め
た
「
詩

序
」
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
分
類
の
枠
組
み
に
収
ま
り
き
ら
な

い
そ
の
性
格
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
中
国
に
お
け
る
個
人
詩
集
の
自
序
が
か
く
の
ご
と
き
位
置

に
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
平
安
中
期
ま
で
に
お
け
る
そ
れ
も
ま
た
同

様
で
あ
っ
た
ろ
う
。
あ
え
て
自
序
を
著
し
た
紀
長
谷
雄
の
独
自
の
見

識
と
衷
情
が
推
察
さ
れ
る
が
、
道
真
が
「
草
堂
記
」
に
触
発
さ
れ
て

個
人
的
現
実
に
強
く
根
ざ
し
た
「
書
斎
記
」（﹃
菅
家
文
草
﹄
巻
七
）
を

記
し
た
よ
う
に
、
紀
長
谷
雄
も
ま
た
、「
序
洛
詩
」
を
前
に
し
て
過
去
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か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
自
分
と
い
う
存
在
を
、
独
特

に
叙
述
す
る
可
能
性
を
見
出
し
た
の
で
は
な
い
か
。
両
者
の
自
序
が

字
句
・
構
成
の
両
面
で
ほ
と
ん
ど
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
の

は
、む
し
ろ
長
谷
雄
の
受
容
が
表
層
的
な
模
倣
の
段
階
を
つ
き
ぬ
け
、

独
自
の
自
己
形
成
を
遂
げ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。

し
か
し
序
に
刻
み
込
ま
れ
た
個
性
は
、
詩
境
の
変
容
な
く
し
て
完
成

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

二
、
独
吟
の
価
値

序
の
末
尾⎠
₁₀
⎝

に
は
、
詩
に
対
す
る
認
識
を
改
め
た
長
谷
雄
の
心
境
が

吐
露
さ
れ
る
。

 

⑦
故
予
延
喜
以
後
、
不
レ
好
レ
言
レ
詩
。
風
月
徒
抛
、
煙
華
如
レ
棄
。

雖
レ
関
二
公
宴
一
、
不
二
敢
深
思
一
。
只
避
二
格
律
之
責
一
而
已
。

 

⑧
若
夫
覩
レ
物
感
生
、
随
レ
時
思
動
、
任
二
志
所
一
レ
之
、
不
レ
労
摛
二

藻
一
。
独
吟
独
作
、
不
レ
肯
レ
視
レ
人
。
年
往
月
来
、
徒
成
二
巻
軸
一
、

題
曰
二
﹃
延
喜
以
後
詩
巻
﹄
一
。
後
之
見
者
、
莫
レ
咲
不
レ
到
二
佳
境
一

耳
。

⑦
で
詩
を
言
う
事
を
好
ま
な
く
な
っ
た
長
谷
雄
は
、
詩
興
を
催
す

風
月
煙
華
に
背
を
向
け
、
公
宴
に
与
っ
て
も
格
律
を
遵
守
す
る
だ
け

で
詩
句
の
表
現
に
彫
心
鏤
骨
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
と
言
う
。
そ

の
代
わ
り
に
、
⑧
に
お
い
て
長
谷
雄
は
「
毛
詩
大
序
」
の
「
詩
は
志

の
之
く
所
也
」
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
景
物
時
節
に
触
れ
、
感
興
の
生
ず

る
ま
ま
に
独
詠
す
る
よ
う
に
な
り
、も
は
や
他
者
に
見
せ
な
い
。「
物

を
覩み

て
感
生
じ
、
時
に
随
ひ
て
思
動
く
と
き
は
、
志
の
之
く
所
に
任

せ
、
藻
を
摛の

ぶ
る
を
労
せ
ず
」
は
﹃
毛
詩
正
義
﹄
の
「
物
に
感
じ
て

動
く
、
乃
ち
呼
び
て
志
と
為
す
」
を
源
泉
と
し
て
い
よ
う
。
公
の
場

で
、
良
辰
美
景
に
感
じ
て
文
飾
を
凝
ら
し
て
き
た
過
去
を
長
谷
雄
は

断
ち
切
ろ
う
と
す
る
。

長
谷
雄
の
詩
風
の
重
心
は
技
巧
か
ら
主
情
へ
、
公
宴
か
ら
独
吟
へ

の
転
換
を
明
確
に
宣
言
し
た
と
は
解
せ
よ
う
。
だ
が
今
一
度
、
序
に

言
及
さ
れ
た
詩
に
つ
い
て
吟
味
し
た
い
。
菅
原
道
真
が
「
常
に
吟
賞

し
て
以
て
口
実
と
為
」
し
た
と
い
う
、
紀
長
谷
雄
の
「
草
樹
暗
逢

春⎠
₁₁
⎝

」（
類
従
本
﹃
作
文
大
体
﹄）
を
掲
げ
る
。

１
春0

生
無
跡
漸
従
東　

春
の
生
ず
る
こ
と
跡
無
き
も
漸
く
東
よ
り
す

２
草
樹

0

0

相
迎
暗

0

0

至
中　

草
樹
相
迎
え
て
暗
か
に
中
に
至
る

３
向
暖
因
縁
唯
媚
景　

暖
に
向
か
う
因
縁
は
た
だ
媚
景
な
る
の
み

４
尋
陽
媒
介
是
柔
風　

陽
を
訪
ぬ
る
媒
介
は
是
れ
柔
風

５
庭
増
気
色
晴
沙
緑　

庭
は
気
色
を
増
し
て
晴
沙
緑
な
り

６
林
変
容
輝
宿
雪
紅　

林
は
容
輝
を
変
じ
て
宿
雪
紅
な
り

７
芳
艶
不
知
何
処
契　

芳
艶
は
知
ら
ず
何
処
に
契
り
し

８
誰
教
計
会
一
時
通　

誰
か
計
会
し
て
一
時
に
通
わ
し
め
し

昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
正
月
二
十
日
の
内
宴
で
賦
さ
れ
た
詩
で
、
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当
該
自
序
で
頸
聯
が
道
真
に
愛
唱
さ
れ
た
と
言
う
。
ま
ず
首
聯
に
題

目
の
「
草
樹
暗
逢
春
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
傍
点
参
照
）、

こ
の
詩
が
句
題
詩
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
本
間
洋
一
氏⎠
₁₂
⎝

が
明

ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
句
題
詩
的
詩
作
は
定
型
化
の
端

緒
を
つ
か
ん
だ
ば
か
り
で
あ
り
、
道
真
の
句
題
詩
で
さ
え
も
、
後
世

の
句
題
詩
の
形
式
と
少
な
か
ら
ぬ
隔
た
り
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の

中
で
長
谷
雄
詩
が
後
世
の
句
題
詩
と
同
じ
特
徴
、
す
な
わ
ち
七
言
律

詩
に
よ
る
句
題
詩
の
制
作
、
そ
し
て
首
聯
で
題
字
を
す
べ
て
用
い
て

い
る
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
長
谷
雄
詩
の
特
徴
は
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
頸
聯
に
注
目
し
た
い
。
庭
は
気
色
を
増
し
、
陽
光

に
照
ら
さ
れ
た
沙
は
緑
と
な
り
、
林
は
風
采
を
変
え
、
残
雪
は
紅
と

な
る
と
言
う
。
い
わ
ば
庭
・
林
・
晴
沙
・
宿
雪
＝
草
樹
、
気
色
・
容

輝
＝
春
と
い
う
見
立
て
の
対
応
関
係
に
よ
っ
て
、
題
意
を
敷
衍
す
る

「
破
題
」
的
表
現
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
、﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
に
頸
聯

が
摘
句
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
紀
長
谷
雄
の
公
宴
詩
人
と
し
て

の
評
価
の
高
さ
が
か
い
ま
見
ら
れ
よ
う
。

こ
の
詩
の
み
な
ら
ず
、自
序
で
賞
賛
さ
れ
た
詩
（「
幽
人
釣
春
水
」「
菊

散
一
叢
金
」）
は
い
ず
れ
も
詩
宴
に
お
け
る
句
題
詩
で
あ
る
。
長
谷
雄

の
詩
才
は
、も
っ
ぱ
ら
参
与
者
が
一
定
の
規
則
に
よ
っ
て
詩
を
作
り
、

そ
の
技
巧
を
競
い
合
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
句

題
詩
は
詩
人
の
内
面
が
あ
ま
り
反
映
さ
れ
な
い
形
式
で
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
そ
の
反
面
共
通
の
条
件
の
も
と
、
技
量
を
比
較
把
握
す
る
の

に
最
適
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。﹃
江
談
抄
﹄
の
逸
話
群
で

詩
人
達
が
句
題
詩
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
自
論
を
戦
わ
せ
て
い
る
よ
う

に
、
彼
ら
は
相
互
に
技
量
を
試
す
場
に
常
時
立
た
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
長
谷
雄
は
公
宴
詩
に
心
を
砕
く
こ
と
を
放
棄
し
、
主
情
的

な
詩
風
に
重
点
を
置
く
と
い
う
。
そ
れ
を
長
谷
雄
は
「
独
吟
独
作
、

不
肯
視
人
」
と
表
現
す
る
。「
独
吟
」
は
白
詩
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
元
和
二
年
（
八
〇
七
）、
盩
厔

ち
ゆ
う
ち
つ

県
尉
で

あ
っ
た
頃
に
作
ら
れ
た
「
官
舍
小
亭
閑
望
」（﹃
文
集
﹄
巻
五
、0187
）
は
、

官
舎
の
小
亭
に
独
り
臨
み
、
質
素
な
が
ら
も
気
楽
な
生
活
を
送
る
事

を
快
と
し
、「
亭
上
独
吟
罷や

め
、
眼
前
無
事
の
時
／
数
峰
太
白
の
雪
、

一
巻
陶
潜
の
詩
／
人
心
各
自
ら
是
と
し
、
我
が
是
と
す
る
は
良ま
こ
と

に

茲
に
在
り
」
と
言
う
。
す
な
わ
ち
小
亭
で
の
独
吟
を
終
え
れ
ば
あ
る

い
は
雪
を
被
る
太
白
山
の
峰
を
眺
め
、
あ
る
い
は
手
元
の
陶
淵
明
の

詩
篇
を
見
や
り
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
是
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
自
分
に

と
っ
て
は
こ
の
泰
ら
か
な
生
活
こ
そ
が
望
ま
し
い
も
の
と
白
居
易
は

述
べ
る
。
閑
適
生
活
の
一
部
に
「
独
吟
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
そ
れ
が
陶
淵
明
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ

よ
う
。
独
吟
と
は
集
団
か
ら
独
立
し
て
詩
を
楽
し
む
私
性
の
象
徴
な

の
で
あ
っ
た
。
長
谷
雄
の
自
序
に
お
け
る
独
吟
の
意
味
も
ほ
ぼ
同
質

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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技
巧
を
凝
ら
し
た
公
宴
詩
か
ら
直
叙
的
な
独
吟
独
詠
へ
―
―
実
情

は
語
ら
れ
た
よ
う
に
直
截
簡
明
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
彼

が
ふ
り
す
て
た
と
い
う
「
風
月
」
は
、
制
作
状
況
の
公
私
に
か
か
わ

ら
ず
、
折
々
に
詩
情
を
触
発
さ
れ
る
媒
介
と
な
っ
た
自
然
の
象
徴
と

し
て
、
道
真
が
詩
に
く
り
か
え
し
詠
み
こ
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
長

谷
雄
の
独
吟
を
導
き
出
す
「
物
を
覩み

て
感
生
じ
、
時
に
随
ひ
て
思
動

く
と
き
は
、
志
の
之
く
所
に
任
せ
、
藻
を
摛の

ぶ
る
を
労
せ
ず
」
も
、

風
月
煙
華
を
ふ
く
め
た
風
物
時
節
を
感
じ
取
り
、
志
を
述
べ
る
事
で

あ
っ
た
。
彼
が
敢
え
て
「
風
月
」
を
公
宴
詩
に
結
び
つ
け
た
の
は
、

独
吟
と
の
対
応
関
係
を
抽
象
化
し
て
際
立
た
せ
る
た
め
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
自
在
に
詩
人
の
内
面
を
語
る
と
抽
象
化
さ
れ
た
独
吟
は
、

公
的
秩
序
に
律
さ
れ
、
技
量
が
つ
ね
に
問
わ
れ
る
公
宴
詩
の
対
極
に

置
か
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
本
質
的
価
値
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。そ

し
て
独
吟
こ
そ
は
、
か
つ
て
詩
友
と
共
有
し
た
文
学
的
理
念
を

記
念
す
る
手
立
て
な
の
で
あ
り
、
同
時
に
自
己
形
成
の
完
結
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
文
学
的
理
念
の
一
端
は
貞
真
親
王
の
文
亭
で

開
か
れ
た
と
さ
れ
る
詩
宴
序
の
「
対
残
菊
待
寒
月
詩
序
」（﹃
文
粋
﹄

巻
一
一
、
331
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。
詩
宴
は
、
昌
泰
元
年
（
八
九
八
）

九
月
十
日
の
朱
雀
院
後
朝
の
宴
で
「
秋
思
入
寒
松
」
の
題
で
賦
さ
れ

た
親
王
の
詩
を
道
真
ら
が
讃
嘆
し
、
道
真
が
発
起
人
と
な
っ
て
閏
十

月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
と
い
う
。
私
的
な
集
ま
り
で
あ
っ
た
こ
と

が
了
解
さ
れ
る
が
、
一
部
抜
粋
す
る
。

 　

夫
交
無
二
貴
賤
一
、
無
二
新
旧
一
。
志
得
則
膠
漆
生
二
於
一
言
一
、

道
合
則
風
雲
感
二
於
千
里
一
︙
︙
且
述
レ
懷
曰
、「
︙
︙
従
レ
今
而
後
、

及
二
生
之
涯
一
、
毎
レ
至
二
月
之
夕
、
雪
之
朝
、
雑
花
生
レ
樹
、
危
葉

辞
レ
枝
、
触
レ
物
催
レ
感
、
乘
レ
興
思
レ
人
之
時
一
、
不
レ
期
相
尋
、

不
レ
契
相
会
。
雖
レ
無
二
盃
杓
一
、
雖
レ
無
二
管
絃
一
、
一
詠
一
吟
、

遣
二
懐
於
筆
硯
之
間
一
耳
」。
言
約
已
成
、
交
情
亦
定
。
聊
記
二
本

末
一
、
以
作
二
後
日
之
張
本
一
也
。
云
レ
爾
。

そ
も
そ
も
、
交
わ
り
に
貴
賤
新
旧
の
違
い
は
な
く
、
志
を
得
れ
ば

一
言
に
膠
漆
の
如
き
厚
情
を
生
じ
、
道
を
同
じ
く
す
れ
ば
遠
く
風
雲

千
里
を
隔
て
て
い
て
も
互
い
に
感
ず
る
事
が
出
来
る
と
長
谷
雄
は
言

い
、
そ
し
て
心
中
の
懐
い
を
吐
露
す
る
。
四
季
の
折
々
に
物
に
触
れ

て
感
を
催
し
、
友
を
思
う
時
に
至
れ
ば
、
期
せ
ず
し
て
相
集
い
、
美

酒
管
弦
が
な
く
と
も
一
詠
一
吟
し
て
唱
和
し
、
筆
と
硯
に
思
い
を
走

ら
せ
よ
う
。
今
日
の
詩
宴
に
盟
約
を
定
め
た
顛
末
を
記
し
、
後
日
の

証
と
し
よ
う
、
と
。

長
谷
雄
の
文
学
的
理
念
は
上
記
に
つ
く
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で

も
傍
線
箇
所
に
注
目
し
た
い
。
期
日
を
定
め
る
事
、
入
念
に
酒
・
管

絃
等
を
用
意
し
当
日
催
す
事
は
、
同
時
期
の
他
の
詩
序
、
そ
し
て
大

小
の
宴
を
記
録
す
る
古
記
録
・
儀
式
書
に
必
ず
言
及
さ
れ
る
、
宴
の
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必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
谷
雄
は
儀
礼
的
基
本

的
要
素
を
と
り
は
ら
い
、
筆
と
硯
の
間
に
構
築
さ
れ
た
醇
乎
た
る
私

的
詩
文
の
世
界
に
相
携
え
て
逍
遥
せ
ん
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
そ
こ

に
は
理
念
を
共
有
す
る
友
情
の
篤
さ
を
も
看
取
し
え
よ
う
。
道
真
・

忠
臣
ら
と
の
交
情
は
無
論
、「
延
喜
以
後
詩
序
」
に
高
岳
五
常
と
の
交

情
を
記
す
時
も
、
長
谷
雄
は
や
は
り
限
り
な
い
懐
か
し
さ
を
こ
め
て

「
交
わ
り
を
筆
硯
の
間

0

0

0

0

に
定
め
」
た
と
回
想
し
て
い
る
。

そ
し
て
も
う
一
点
注
目
し
た
い
の
は
、
長
谷
雄
等
の
文
学
的
理
念

が
発
せ
ら
れ
る
に
至
る
過
程
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
朱
雀
院
に
て
催

さ
れ
た
後
朝
宴
の
親
王
の
句
題
詩
↓
そ
れ
に
共
鳴
し
た
道
真
が
詩
友

を
集
め
、
文
亭
で
詩
宴
を
開
催
↓
序
者
を
務
め
る
長
谷
雄
の
文
学
観

の
闡
明
と
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
公
的
文
華
に
て
力
量
を
認
め
合
っ

た
詩
人
た
ち
が
そ
の
枠
外
に
小
世
界
の
領
域
を
見
出
し
、
そ
れ
が
や

が
て
自
律
し
て
ゆ
く
の
に
連
動
し
て
せ
り
あ
が
っ
て
い
る
。
当
該
詩

序
成
立
の
外
的
要
因
と
し
て
日
を
追
う
ご
と
に
勢
い
を
増
す
詩
人
無

用
論
が
あ
っ
た
と
思
し
い
が
、
そ
れ
に
直
面
し
て
道
真
ら
詩
人
派
の

一
体
感
は
な
お
の
こ
と
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。そ
れ
だ
け
に
、

存
分
に
唱
和
す
る
友
を
こ
と
ご
と
く
失
っ
た
時
、
友
情
を
記
念
す
る

意
図
と
と
も
に
、
私
性
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
、
自
分
自
身
を
拠

り
所
と
す
る
独
吟
の
価
値
が
強
烈
に
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
は

や
公
的
秩
序
も
詩
人
的
小
世
界
も
必
要
と
し
な
い
。
こ
こ
に
長
谷
雄

の
自
己
形
成
は
完
結
を
見
る
の
で
あ
る
。

流
れ
さ
っ
た
至
福
の
時
を
記
念
し
よ
う
と
す
る
誠
実
な
姿
勢
。
孤

独
と
と
も
に
せ
り
あ
が
る
個
性
。
ま
こ
と
に
遺
憾
な
が
ら﹃
紀
家
集
﹄

の
大
部
分
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
長
谷
雄
と
詩
友
の
交
情

の
あ
り
よ
う
は
詳
ら
か
に
し
え
な
い
。
し
か
し
、
豊
か
な
過
去
を
回

顧
し
、
自
己
を
見
つ
め
な
お
す
過
程
に
示
さ
れ
た
衷
情
に
よ
っ
て
、

長
谷
雄
の
自
序
は
﹃
本
朝
文
粋
﹄
に
採
ら
れ
る
ほ
ど
の
文
学
性
を
獲

得
し
、
書
序
の
規
範
の
一
部
た
り
え
た
の
で
あ
る
。

三
、 「
暮
年
記
」
―
―
成
功
者
の
孤
独
―
―

「
延
喜
以
後
詩
序
」
が
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
表
現
の
特

徴
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
「
暮
年
記
」
の
モ
デ
ル
と
し
た

大
江
匡
房
の
意
図
も
お
お
よ
そ
は
理
解
し
え
よ
う
。
佐
藤
道
生
氏
に

よ
る
な
ら
ば
、「
暮
年
記
」
は
匡
房
が
大
宰
権
帥
と
し
て
大
宰
府
に
在

任
し
て
い
た
康
和
年
間
（
一
〇
九
九
―
一
一
〇
三
）
の
初
め
に
執
筆
さ

れ
た
蓋
然
性
が
高
い⎠
₁₃
⎝

と
言
う
。
本
稿
で
は
佐
藤
説
に
従
い
、
六
〇
歳

前
後
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
し
て
考
察
を
進
め
る
。

「
暮
年
記
」
の
概
要
を
述
べ
れ
ば
、
大
江
匡
房
の
幼
少
期
か
ら
回

顧
さ
れ
、
成
長
し
て
ゆ
く
過
程
で
周
囲
の
公
卿
・
文
人
と
交
流
を
深

め
る
も
の
の
、
寛
治
年
間
（
一
〇
八
七
―
一
〇
九
五
）
以
後
、
友
人
を

す
べ
て
失
っ
た
た
め
に
、
孤
独
を
抱
え
な
が
ら
独
吟
に
う
ち
こ
む
、
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と
い
う
も
の
で
あ
る
。
当
該
記
と
「
延
喜
以
後
詩
序
」
の
影
響
関
係

は
後
藤
氏
の
論⎠
₁₄
⎝

に
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
問
題
が
氏
に
よ

っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
実
質
的
に
詩
友
全
員
の
逝
去
が
康

和
年
間
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
、匡
房
が
あ
え
て
虚
構
化
し
て
ま
で「
寛

治
」
と
記
し
た
事
に
注
目
し
、
そ
れ
が
匡
房
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
で
あ
る
。
ま
ず
は
こ
の
疑
問
に

自
分
な
り
の
解
答
を
示
し
た
い
。
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
寛
治
年

間
は
業
績
の
面
で
紀
長
谷
雄
に
と
っ
て
の
延
喜
年
間
と
対
応
す
る
の

で
あ
る
。

第
一
に
元
号
で
あ
る
。
寛
治
は
匡
房
が
は
じ
め
て
勘
申
に
成
功
し

た
元
号
で
あ
る
。匡
房
は
計
五
回
の
元
号
勘
申
に
成
功
し
て
い
る
が
、

そ
の
濫
觴
が
寛
治
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
思
い
入
れ
の
あ
っ
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
延
喜
は
紀
長
谷
雄
が
勘
申

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
匡
房
の
曽
祖
父
で
あ
る
匡
衡
は
、
自
身
の
勘

申
し
た
長
保
・
寛
弘
の
年
間
が
泰
平
で
あ
っ
た
事
を
喜
び
、「
長
保
寛

弘
年
間
、
天
下
幸
甚
。
老
儒
不
堪
傾
感
。
聊
述
所
懐
」（
類
従
本
﹃
江

吏
部
集
﹄
巻
二
）
を
詠
じ
た
が
、そ
の
自
注
に
「
謹
ん
で
旧
事
に
撿
す
。

延
喜
の
年
号
は
、紀
中
納
言
の
献
ず
る
所
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
其
の
子
の
淑よ
し
み
つ光
は
、

頻
り
に
顕
要
を
歴
て
卿
相
に
列
す
。
天
暦
の
年
号
は
、
江
中
納
言
の

献
ず
る
所
な
り
。
其
の
子
の
斉た
だ
み
つ光
は
、
頻
り
に
顕
要
を
歴
て
卿
相
に

列
す
。
長
保
寛
弘
の
政
、
江
家
斯こ
れ

に
因
り
て
馮ひ
や
う
き
よ居

せ
し
所
多
し
」

と
あ
る
。
元
号
勘
申
が
文
人
に
と
り
無
上
の
栄
誉
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
よ
う
。

第
二
に
官
位
で
あ
る
が
、
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
六
月
一
三
日

に
匡
房
は
権
中
納
言
に
昇
進
す
る
。
大
江
氏
に
と
っ
て
は
維
時
以
来

の
快
挙
で
あ
る
と
同
時
に
、く
し
く
も
紀
長
谷
雄
は
延
喜
一
〇
年（
九

一
〇
）
に
権
中
納
言

0

0

0

0

に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
雄
以
降
、
起
家
・

累
代
を
問
わ
ず
文
章
道
出
身
者
が
中
納
言
に
昇
っ
た
の
は
匡
房
を
含

め
維
時
・
藤
原
忠
輔
の
わ
ず
か
三
人
ば
か
り
で
あ
る
。
長
谷
雄
が
文

人
社
会
で
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
寛
治
八
年
八
月
八
日
の

釈
奠
で
権
中
納
言
匡
房
が
上
卿
と
し
て
参
会
し
た
時
、
同
席
し
て
い

た
藤
原
宗
忠
が
延
喜
年
間
に
紀
長
谷
雄
が
上
卿
と
し
て
釈
奠
に
座
し

た
先
例
を
想
起
し
て
「
今
、
已す
で

に
旧
跡
に
叶
う
か
」（﹃
中
右
記
﹄
同

日
条⎠
₁₅
⎝

）
と
、
感
慨
深
く
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
看
取
で
き
よ
う
。
や

は
り
傍
目
か
ら
す
れ
ば
、
紀
長
谷
雄
は
栄
光
に
包
ま
れ
た
人
物
で
あ

っ
た
。
だ
が
前
述
し
た
よ
う
に
、
異
例
の
出
世
を
遂
げ
て
な
お
彼
の

心
は
意
外
な
ほ
ど
に
空
虚
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
寛
治
年
間
は
紀
長
谷
雄
に
と
っ
て
の
延
喜
年
間
と
対

応
す
る
。「
延
喜
以
後
詩
序
」
を
当
該
記
が
襲
っ
て
い
る
以
上
、
記

念
す
べ
き
元
号
・
官
位
の
一
致
を
匡
房
が
意
図
し
た
可
能
性
は
十
分

考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
同
時
に
、
長
谷
雄
に
比
し
て
顕
著
な
匡
房

の
個
性
、
す
な
わ
ち
名
利
へ
の
あ
く
な
き
執
着
心
の
一
端
を
示
す
も
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の
で
あ
る
。
そ
れ
は
記
全
篇
を
貫
い
て
い
る
。
一
部
抜
粋⎠
₁₆
⎝

す
る
。

 
①
予
四
歳
始
読
レ
書
。
八
歳
通
二
史
漢
一
。
十
一
賦
レ
詩
。
世
謂
二
之

神
童
一
。

 

②
源
大
相
国
風
月
之
主
、
社
稷
之
臣
也
。
試
賜
下
雪
裏
看
二
松
貞
一

之
題
上
。
此
日
、時
棟
朝
臣
在
レ
座
。
筆
不
二
停
滞
一
、文
不
レ
加
レ
点
。

相
府
深
賞
歎
レ
之
、
幸
賜
二
汲
引
之
恩
一
。

 

③
宇
治
前
大
相
国
、
又
為
レ
被
レ
賦
レ
詩
、
忝
有
二
徴
辟
一
。
雖
二
予

参
一
不
レ
賦
レ
之
。
依
レ
当
二
相
府
之
忌
月
一
也
十
二
月
。
此
日
相
レ

予
曰
、「
履
レ
地
踰
レ
人
、
必
至
二
大
位
一
」。

 

④
十
六
作
「
秋
日
閑
居
賦
」。
故
大
学
頭
明
衡
朝
臣
、
深
以
許
焉
。

常
曰
、「
期
鋒
森
然
、定
少
二
敵
者
一
」。
後
作
二「
落
葉
埋
泉
石
詩
」一
、

感
曰
、「
已
到
二
佳
境
一
」。
予
後
日
見
レ
之
、
未
尽
二
其
美
一
。
然
而

感
二
先
達
名
儒
一
如
レ
此
。

 

⑤
故
文
章
博
士
定
義
朝
臣
、
謂
二
予
師
右
大
弁
定
親
朝
臣
一
曰
、「
定

義
始
不
レ
許
二
江
茂
才
文
一
、
近
日
製
作
可
レ
謂
二
日
新
一
」。

 

⑥
故
都
督
源
亞
相
久
好
二
鑽
仰
一
、
兼
知
二
文
章
一
。
見
二
予
文
章
一
、

必
加
二
褒
美
一
。
馬
嘶
二
呉
坂
之
風
一
、
亀
挊
二
廬
江
之
浪
一
。
予
昇

進
之
間
、
必
加
二
吹
噓
之
力
一
。

 

⑦
前
肥
前
守
時
網
朝
臣
深
得
二
詩
心
一
。
見
二
予
「
前
大
相
国
表
」

并「
源
右
相
府
室
家
源
二
位
願
文
」一
曰
、「
殆
近
二
江
吏
部
文
章
一
」。

冒
頭
①
で
は
幼
少
期
が
回
顧
さ
れ
て
い
る
。
四
歳
で
読
書
始
め
を

し
、
八
歳
で
﹃
史
記
﹄﹃
漢
書
﹄
に
通
じ
、
一
一
歳
で
詩
を
賦
し
た
。

周
囲
は
彼
を
神
童
と
呼
ん
だ
と
言
う
。
一
一
歳
は
永
承
六
年
（
一
〇

五
一
）
に
あ
た
る
。

②
の
源
大
相
国
は
源
師
房
。風
月
の
主
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、

詩
文
に
優
れ
て
い
た
と
い
う
。
師
房
は
「
雪
裏
看
松
貞
」
の
題
で
匡

房
に
詩
を
作
ら
せ
て
そ
の
才
を
試
し
た
。
匡
房
詩
の
出
来
映
え
は
手

を
加
え
る
必
要
が
な
い
も
の
で
、
そ
の
才
学
を
認
め
た
師
房
は
匡
房

を
推
挽
し
た
と
い
う
。
汲
引
は
推
薦
す
る
こ
と
。
木
本
好
信
氏
に
よ

れ
ば
、
大
江
匡
房
の
﹃
江
家
次
第
﹄
は
師
房
の
学
を
継
承
し
た
も
の

で
あ
り
、
師
房
は
詩
文
だ
け
で
な
く
様
々
な
面
で
匡
房
を
導
い
た
存

在
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る⎠
₁₇
⎝

。
ま
た
当
日
は
匡
房
の
大
叔
父
に
あ
た
る

大
江
時
棟
が
同
席
し
て
い
た
。

③
の
宇
治
前
相
国
は
藤
原
頼
通
。匡
房
は
作
文
会
に
呼
ば
れ
た
が
、

藤
原
道
長
の
忌
月
を
知
っ
て
い
た
た
め
に
詩
を
作
ら
な
か
っ
た
。
頼

通
は
こ
の
敏
い
少
年
の
相
を
見
て
、
将
来
は
高
位
に
至
る
で
あ
ろ
う

と
予
言
し
た
と
言
う
。

④
で
は
匡
房
の
作
っ
た
「
秋
日
閑
居
賦
」
と
「
落
葉
埋
泉
石
詩
」

が
藤
原
明
衡
に
称
賛
さ
れ
た
こ
と
、
⑤
で
は
菅
原
定
義
に
力
量
を
認

め
ら
れ
た
こ
と
を
回
想
す
る
。﹃
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
﹄
に
徴

す
れ
ば
、
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
五
月
一
五
日
に
頼
通
邸
で
行
わ

れ
た
法
華
三
〇
講
の
作
文
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
明
衡
と
定
義
は
詩
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宴
で
頻
繁
に
同
席
し
て
お
り
、
と
も
に
文
壇
に
重
き
を
な
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
匡
房
は
先
達
に
嘱
望
さ
れ
て
い
た
。

⑥
の
都
督
は
源
経
信
。和
漢
に
優
れ
て
い
た
文
化
人
で
あ
っ
た
が
、

匡
房
の
昇
進
に
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
経
信
は

匡
房
と
公
私
問
わ
ず
交
流
し
て
い
た
よ
う
で
、
経
信
の
﹃
帥
記
﹄
に

は
匡
房
が
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
、
例
え
ば
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）

一
月
二
日
に
は
叙
位
除
目
に
つ
い
て
匡
房
に
諮
問
し
た
事
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
経
信
の
長
楽
寺
参
詣
に
匡

房
が
従
っ
て
無
題
詩
を
賦
し
て
い
る
（﹃
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
﹄
巻

九
）。
そ
し
て
、
前
述
し
た
寛
治
の
勘
申
成
功
に
は
経
信
が
深
く
関

与
し
て
い
た
。
最
終
候
補
と
し
て
匡
房
の
寛
治
と
藤
原
敦
宗
の
治
和

が
残
っ
た
と
き
、
経
信
は
藤
原
通
俊
と
と
も
に
寛
治
を
推
し
、
結
果

寛
治
が
選
ば
れ
た
と
い
う
（﹃
為
房
卿
記
﹄
応
徳
四
年
四
月
一
一
日
条
）。

交
情
の
証
と
し
て
も
寛
治
は
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
ろ
う
。

⑦
の
前
肥
前
守
は
源
時
綱
。
時
綱
は
匡
房
の
文
を
見
て
祖
父
の
匡

衡
の
文
章
を
彷
彿
さ
せ
る
と
評
価
し
た
。
藤
原
為
隆
の
﹃
永
昌
記
﹄

天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
一
一
月
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
惟
宗
孝た
か
と
き言

が

匡
房
に
維
時
と
匡
衡
の
優
劣
を
聞
く
と
、
匡
房
は
維
時
を
目
標
と
し

て
い
る
と
答
え
た
と
い
う
。
し
か
し
⑦
に
鑑
み
れ
ば
、
匡
衡
の
文
業

を
匡
房
が
尊
敬
し
、
継
承
す
べ
き
祖
と
し
て
重
視
し
て
い
た
事
が
う

か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
言
及
さ
れ
た
「
前
大
相
国
表
」
は
頼
通
の
六

男
・
師
実
の
た
め
に
代
作
し
た
「
辞
関
白
第
三
表
」（﹃
続
文
粋
﹄
巻
四
）

等
を
指
し
、「
源
右
相
府
室
家
源
二
位
願
文
」（
同
巻
一
三
）
は
師
房
の

次
男
・
顕
房
の
室
隆
子
の
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ

こ
で
匡
房
は
、
源
師
房
・
藤
原
頼
通
に
将
来
を
寿
が
れ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
後
継
者
達
、
す
な
わ
ち
両
家
か
ら
代
々
信
頼
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
る
。
事
実
、
匡
房
と
師
房
の
長
男
・
俊
房
は

親
密
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
木
本
好
信
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
師

実
の
長
男
・
師
通
と
も
関
係
が
深
か
っ
た⎠
₁₈
⎝

。﹃
後
二
条
関
白
記
﹄
に

徴
す
れ
ば
、
師
通
が
頻
繁
に
匡
房
を
自
邸
に
招
い
て
漢
籍
の
講
釈
を

受
け
た
事
が
確
認
さ
れ
る
。

さ
て
、
引
用
箇
所
以
外
で
も
惟
宗
孝
言
・
大
江
佐
国
等
か
ら
詩
文

が
評
価
さ
れ
た
逸
話
を
書
き
連
ね
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
強

調
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
端
々
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
名
利
へ
の
強

烈
な
意
識
で
あ
ろ
う
。
村
上
源
氏
・
藤
原
摂
関
家
、
そ
し
て
新
旧
の

文
人
か
ら
将
来
を
嘱
望
さ
れ
、
称
賛
・
信
頼
さ
れ
て
い
た
と
匡
房
は

過
去
を
造
型
し
て
い
る
。

か
か
る
叙
述
は
己
の
才
能
を
強
く
自
負
し
て
い
た
事
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
自
負
心
は
他
の
資
料
か
ら
も
看
取
で
き
る
。
例
え
ば
﹃
江

談
抄
﹄
第
五
巻
の
「
都
督
自
讃
事
」
は
、
七
〇
に
近
い
垂
暮
の
匡
房

が
語
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
つ
ら
つ
ら
物
情
を
案
ず
る
に
、
官
爵
と

云
ひ
、
福
禄
と
云
ひ
、
皆
文
道
の
徳
を
も
つ
て
経
た
る
と
こ
ろ
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
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何
ぞ
況
ん
や
才
芸
名
誉
の
殆
ど
中
古
の
人
に
過
ぐ
る
を
や⎠
₁₉
⎝

」と
あ
り
、

わ
が
才
能
と
業
績
は
往
古
の
大
儒
す
ら
凌
ぐ
と
、
自
己
陶
酔
気
味
に

述
べ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
累
代
の
文
人
と
し
て
青
雲
の
途
を
足
取

り
軽
や
か
に
進
ん
だ
寛
治
以
前
で
は
あ
っ
た
が
、「
爰こ
こ

に
頃
年
以
来
、

此か
く

の
如
き
人
、
皆
以
て
物
故
す
。
文
を
識し

る
人
、
一
人
の
存
す
る
も

の
な
し
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
や
が
て
詩
友
は
み
な
遠
行
し
、
匡
房

の
幸
福
の
時
は
失
わ
れ
る
。
匡
房
は
解
消
し
え
な
い
孤
独
に
陥
っ
て

ゆ
き
、
長
谷
雄
と
同
じ
独
吟
の
境
地
に
た
ど
り
つ
く
の
で
あ
る
。

だ
が
、「
暮
年
記
」
は
虚
構
が
巧
妙
に
交
え
ら
れ
た
作
品
で
あ
っ
た

こ
と
を
今
一
度
、
強
調
し
て
お
き
た
い
。
匡
房
が
語
る
ほ
ど
に
過
去

は
順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た
。
康
平
三
年
（
一
〇
六
〇
）
に
従
五
位

下
式
部
少
丞
に
叙
任
さ
れ
て
か
ら
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
に
東
宮

学
士
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
匡
房
の
官
位
は
停
滞
し
て
い
た
。﹃
今
鏡
﹄

「
す
べ
ら
ぎ
の
上
」
に
は
「
中
納
言
匡
房
ま
だ
下
﨟
に
侍
り
け
る
に
、

世
を
恨
み
て
、﹃
山
の
な
か
に
入
り
て
世
に
も
ま
じ
ら
じ
﹄
な
ど
申

し⎠
₂₀
⎝

」
た
と
あ
る
。
け
だ
し
出
家
を
口
に
す
る
ほ
ど
に
彼
の
不
遇
感
は

深
刻
な
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
。
無
論
そ
の
不
遇
感
は
治
暦
年
間
以
降

の
躍
進
に
よ
っ
て
癒
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
注
目
す
る
べ

き
は
、
白
居
易
の
「
序
洛
詩
」
の
よ
う
に
過
去
を
再
構
成
す
る
意
図

が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
当
該
記
に
は
、
周
囲

の
庇
護
の
も
と
万
事
順
調
で
あ
っ
た
全
き
幸
福
な
過
去
と
、
深
刻
な

孤
独
に
浸
る
現
在
が
仮
構
・
対
比
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
匡
房
が
認

識
し
た
自
己
の
人
生
の
軌
跡
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

後
藤
昭
雄
氏
は
、「
暮
年
記
」
を
評
し
て
「
称
賛
の
声
の
み
に
満
た

さ
れ
て
い
た
匡
房
の
文
学
交
渉
圏
の
崩
壊
は
そ
の
切
実
さ
が
伝
わ
っ

て
こ
な
い
の
も
致
し
か
た
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う⎠
₂₁
⎝

」
と
述
べ
る
。
ま

さ
し
く
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、文
人
社
会
が
地
殻
変
動
の
た
だ
な
か
に
あ

っ
た
十
世
紀
末
に
、道
真
と
い
う
巨
星
と
運
命
の
一
部
を
共
有
し
た
者
の
、

大
き
な
感
情
の
振
幅
が
託
さ
れ
た「
延
喜
以
後
詩
序
」に
比
し
て
、匡
房
の

記
は
ど
う
し
て
も
淡
白
さ
の
憾
み
を
免
れ
ま
い
。し
か
し
本
稿
で
は
匡
房
が

過
去
を
捉
え
な
お
す
の
に
、事
実
を
曲
げ
て
ま
で「
延
喜
以
後
詩
序
」を
モ

デ
ル
と
し
た
そ
の
姿
勢
を
重
視
し
た
い
。

そ
も
そ
も
当
該
記
に
限
ら
ず
、
匡
房
に
は
人
生
を
回
顧
し
、
分
析

的
に
意
味
を
引
き
出
す
意
識
が
極
め
て
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼

の
処
世
訓
を
述
べ
た
「
続
座
左
銘
」（﹃
続
文
粋
﹄
巻
一
一
）
を
一
部
抜

粋
し
よ
う
。

１
貧
賎
敢
勿
屈
、
富
貴
敢
勿
奢　

貧
賎
に
敢
へ
て
屈
す
る
勿
れ
、
富

貴
に
敢
へ
て
奢
る
勿
れ

２
聴
喜
勿
挊
躍
、
聴
憂
勿
傷
嗟　

喜
を
聴
き
て
挊ろ
う
や
く躍
す
る
勿
れ
、
憂

を
聴
き
て
傷し
や
う
し
や嗟
す
る
勿
れ

３
忠
信
以
奉
国
、
仁
愛
以
顧
家　

忠
信
を
以
て
国
に
奉
げ
、
仁
愛
を

以
て
家
を
顧
み
る
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︙
︙

６
運
譬
北
叟
馬
、
迷
任
南
司
車　

運
は
北
叟
の
馬
に
譬
ふ
、
迷
は
南

司
の
車
に
任
す

　

︙
︙

10
三
思
而
後
行
、
二
世
殆
庶
耶　

三
た
び
思
ひ
て
し
か
る
後
に
行
へ

ば
、
二
世
は
殆
ど
庶ち
か

か
ら
ん
耶

貧
賤
に
屈
せ
ず
、
富
貴
に
奢
ら
ず
。
一
喜
一
憂
せ
ず
。
忠
心
を
国

に
報
い
、
仁
愛
を
家
に
注
ぐ
。
運
命
は
塞
翁
が
馬
の
ご
と
く
、
惑
え

ば
指
南
の
車
に
行
き
先
を
任
せ
る
べ
き
だ
。
よ
く
よ
く
熟
慮
し
て
行

動
す
れ
ば
、
今
生
も
来
世
も
ひ
と
し
く
安
泰
で
あ
ろ
う
。

激
動
す
る
院
政
期
を
巧
み
に
遊
泳
し
、
異
例
の
出
世
を
遂
げ
た
匡

房
の
慎
重
に
し
て
調
和
の
取
れ
た
処
世
を
よ
く
伝
え
る
も
の
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
銘
の
序
に
「
後
漢
の
崔
子
玉
は
﹃
座
右
銘
﹄
を
作
る
。

大
唐
の
白
楽
天
は
之
に
続
く
。
本
朝
の
元
謙
光
は
﹃
座
左
銘
﹄
を
作

る
。
今
、
江
満
昌
は
亦
た
之
に
続
く
」
と
あ
り
、
崔さ
い
え
ん瑗

以
来
の
系
譜

を
承
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
序
に
言
及

さ
れ
た
銘
は
い
ず
れ
も
慎
重
な
処
世
を
語
る
。
す
な
わ
ち
、
先
人
の

思
考
の
形
跡
を
な
ぞ
り
、
内
面
化
し
て
人
生
の
意
義
を
思
索
す
る
こ

と
に
、
匡
房
は
鋭
敏
な
感
覚
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
愛
息
隆
兼

の
死
を
直
接
の
契
機
と
し
て
執
筆
さ
れ
た⎠
₂₂
⎝

と
さ
れ
る
「
弁
運
命
論
」

（﹃
続
文
粋
﹄
巻
一
一
）
に
、
運
命
の
不
条
理
に
対
す
る
思
索
が
、
徹
頭

徹
尾
典
故
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
て
い
る
点
に
一
斑
が
う
か
が
え
よ

う
。つ

ま
り
「
暮
年
記
」
は
、
紀
長
谷
雄
の
生
涯
を
お
の
が
人
生
に
ひ

き
つ
け
、
歩
み
な
お
そ
う
と
す
る
営
為
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
に
匡
房

の
心
情
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。﹃
古
今
著
聞
集
﹄
巻

三
に
よ
れ
ば
、
太
宰
権
帥
の
任
期
終
了
後
の
帰
路
で
、
不
当
に
得
た

財
物
と
正
当
で
得
た
も
の
と
を
二
艘
に
分
け
て
進
ま
せ
た
と
こ
ろ
、

「
道
理
の
船
」
が
し
ず
み
、「
非
道
の
船
」
が
無
事
で
あ
っ
た
の
を
目

に
し
て
「
世
は
早
く
末
に
な
り
に
た
り
。
人
い
た
く
正
直
な
る
ま
じ

き
な
り⎠
₂₃
⎝

」
と
、
保
身
や
実
利
を
道
理
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
を
是
認
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
説
話
が
生
ま
れ
る
程
に
匡
房
は
「
倒
る
る
所

に
土
を
掴
」
む
受
領
ら
し
い
貪
欲
苛
烈
な
一
面
を
持
っ
て
い
た
。
大

曾
根
章
介
が
指
摘
し
た
よ
う
に
美
作
守
の
秩
満
後
、
功
過
に
税
帳
な

ど
上
申
し
な
か
っ
た
こ
と
を
源
経
信
に
尋
問
さ
れ
た
際
に
も
、
後
日

も
の
を
知
ら
な
い
と
経
信
を
嘲
笑
し
、
実
は
そ
の
間
、
藤
原
通
俊
と

共
謀
し
て
白
河
帝
に
受
領
交
替
の
制
度
改
正
を
ひ
そ
か
に
要
請⎠
₂₄
⎝

す
る

な
ど
（
類
従
本
﹃
参
議
要
抄
﹄「
除
目
」）、
狡
猾
で
政
術
に
老
練
な
様
を

の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
だ
が
、
他
方
で
彼
は
亡
き
姉
や
亡
児
隆
兼
に
願

文
を
奉
げ
、
感
傷
的
な
内
面
を
物
語
る
作
品
も
多
く
残
し
て
い
る
。

関
白
師
通
の
逝
去
に
際
し
、「
あ
さ
ゆ
ふ
に
こ
ふ
る
な
み
だ
を
と
り
か

へ
し
は
ち
す
の
う
へ
の
つ
ゆ
と
な
さ
ば
や
」（﹃
江
帥
集⎠
₂₅
⎝

﹄）
と
い
う
哀
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傷
歌
を
詠
じ
て
い
る
が
、
摂
関
家
と
の
関
係
も
全
く
の
打
算
ば
か
り

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

匡
房
は
自
己
顕
示
欲
が
強
く
、
ま
た
名
利
に
執
着
し
て
い
た
け
れ

ど
も
、
功
名
に
狂
奔
す
る
虚
し
さ
を
「
忙
校
不
如
閑
序
」（﹃
続
文
粋
﹄

巻
八
）
で
「
有
限
の
命
を
以
て
、
無
極
の
栄
を
求
む
。
愚
魯
の
質
を

以
て
、
金
紫
の
位
を
望
む
。
天
の
祐た
す

け
ず
、
人
の
嗛ふ
く

ま
ず
は
、
職も
と

よ

り
之
に
由
る
か
」
と
も
述
べ
る
。
け
だ
し
名
利
の
儚
さ
を
己
に
強
く

言
い
聞
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
に
、
匡
房
の
業
は
深
い
も
の

が
あ
っ
た
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
中
納
言
と
い
う
文
人
と
し
て
数
百
年

来
の
大
出
世
、
そ
し
て
文
学
交
渉
圏
が
完
全
に
消
失
し
た
時
、
自
己

形
成
に
深
く
関
わ
っ
た
人
々
の
恩
義
を
想
起
し
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
に
、
自
身
と
は
全
く
対
照
的
な
個
性
を
表
現
し
た
紀
長
谷
雄
の

自
序
に
共
感
す
る
素
地
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
強
い
て
長
谷
雄
の
型

に
ひ
き
よ
せ
て
懐
旧
の
念
を
表
出
し
た
た
め
に
、
虚
構
化
の
痕
跡
や

感
情
の
過
剰
演
出
が
目
に
つ
く
も
の
の
、
晩
年
の
寂
寞
の
た
だ
な
か

に
あ
っ
て
過
去
を
想
起
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
や
は
り
彼

な
り
の
感
傷
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
人
生
の
軌
跡
を
散
文
に
再
構
築
し
て
ゆ
く
試
み
が
、
極
め

て
平
安
文
人
社
会
的
な
文
脈
に
依
り
つ
つ
、
平
安
中
期
以
降
展
開
さ

れ
て
き
た
こ
と
を
粗
描
し
た
。「
暮
年
詩
序
」
が
な
ぜ
「
暮
年
記
」

と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
両
序
が
平
安
漢
文
に
お
い
て
い
か

な
る
位
置
に
あ
る
の
か
、
論
ず
べ
き
点
は
な
お
多
く
あ
る
が
、
他
考

を
期
し
た
い
。

︻
注
︼

（
1
）
後
藤
昭
雄
「
文
人
相
軽
」﹃
平
安
朝
漢
文
学
論
考
﹄（
補
訂
版　

勉
誠

出
版
、
二
〇
〇
五
年
／
初
出
一
九
七
三
年
）

（
2
）
後
藤
昭
雄
「
大
江
匡
房
の
﹃
暮
年
詩
記
﹄
に
つ
い
て
」
同
前
掲
書
（
初

出
一
九
七
九
年
）

（
3
）
特
に
注
記
の
な
い
限
り
本
稿
で
引
用
す
る
中
国
の
資
料
の
本
文
は
中

華
書
局
本
に
よ
る
。

（
4
）
本
文
は
羅
根
沢
・
于
北
山
校
訂
﹃
文
章
弁
体
序
説
・
文
体
明
弁
序
説
﹄

（
人
民
文
学
社
出
版
、
一
九
五
九
年
）
に
従
い
、
訓
み
く
だ
し
は
私
に

施
し
た
。

（
5
）
川
合
康
三
「
衆
多
と
異
な
る
我
れ
―
―
書
物
の
序
に
見
え
る
自
伝
」﹃
中

国
の
自
伝
文
学
﹄（
創
文
社
、
一
九
九
六
年
）

（
6
）
本
文
、
訓
み
く
だ
し
、
作
品
番
号
は
大
曽
根
章
介
・
金
原
理
・
後
藤

昭
雄
校
注
﹃
本
朝
文
粋
﹄（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
七　

岩
波
書
店
、

一
九
九
二
年
）
に
従
っ
た
。
特
別
な
注
記
の
無
い
限
り
本
稿
に
お
け

る
﹃
本
朝
文
粋
﹄
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

（
7
）
後
藤
昭
雄
「
紀
長
谷
雄
﹃
延
喜
以
後
詩
序
﹄
私
注
」﹃
平
安
朝
文
人
志
﹄

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
／
初
出
一
九
七
五
・
一
九
七
六
年
）
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（
8
）
本
稿
に
お
け
る
﹃
白
氏
文
集
﹄
の
本
文
、
訓
み
く
だ
し
は
新
釈
漢
文

大
系
に
従
っ
た
。
括
弧
内
に
花
房
作
品
番
号
を
示
す
。

（
9
）
川
合
康
三
「
か
く
あ
り
た
い
我
れ
―
―
﹃
五
柳
先
生
伝
﹄
型
自
伝
」

同
注
５
５
所
掲
川
合
書

（
10
）
引
用
箇
所
は
寥
栄
発
氏
の
発
表
「
紀
長
谷
雄
の
「
詩
言
志
」
の
宣
言

―
「
延
喜
以
後
詩
序
」
を
読
み
直
す
―
」（
第
一
二
八
回
和
漢
比
較
文

学
会
例
会（
東
部
）、二
〇
一
五
年
七
月
二
五
日
）に
従
っ
て
校
訂
し
た
。

（
11
）
訓
み
く
だ
し
は
注
７
所
掲
後
藤
昭
雄
「
紀
長
谷
雄
﹃
延
喜
以
後
詩
序
﹄

私
注
」
に
従
っ
た
。

（
12
）
本
間
洋
一
「
句
題
詩
考
」﹃
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
﹄（
和
泉
書
院
、

二
〇
〇
二
年
）

（
13
）
佐
藤
道
生
「﹃
暮
年
記
﹄
の
執
筆
時
期
」﹃
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の

研
究
﹄（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）

（
14
）
注
２
所
掲
後
藤
昭
雄
「
大
江
匡
房
の
﹃
暮
年
詩
記
﹄
に
つ
い
て
」

（
15
）
本
文
は
大
日
本
古
記
録
に
よ
る
。

（
16
）
本
文
は
国
史
大
系
本
に
よ
る
。

（
17
）
木
本
好
信｢

藤
原
師
通
と
大
江
匡
房｣

﹃
平
安
朝
官
人
と
記
録
の
研
究

―
―
日
記
逸
文
に
あ
ら
わ
れ
た
る
平
安
公
卿
の
世
界
―
―
﹄（
お
う
ふ

う
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
18
）
前
注
所
掲
木
本
好
信｢

藤
原
師
通
と
大
江
匡
房｣

（
19
）
本
文
、
訓
み
く
だ
し
は
後
藤
昭
雄
校
注
﹃
江
談
抄
﹄（
新
日
本
古
典
文

学
大
系
三
二　

岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
に
従
っ
た
。

（
20
）
本
文
は
河
北
騰
﹃
今
鏡
全
注
釈
﹄（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
に
よ

っ
た
。
な
お
、
若
年
の
匡
房
の
不
遇
感
に
つ
い
て
は
本
間
洋
一
「
大

江
匡
房
の
漢
詩
」
同
注
12
所
掲
本
間
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
）
注
２
所
掲
後
藤
昭
雄
「
大
江
匡
房
の
﹃
暮
年
詩
記
﹄
に
つ
い
て
」

（
22
）
山
田
尚
子
「
大
江
匡
房
﹃
弁
運
命
論
﹄
の
表
現
と
そ
の
思
想
」﹃
中
国

故
事
受
容
論
考
―
古
代
中
世
日
本
に
お
け
る
継
承
と
展
開
﹄（
勉
誠
出

版
、
二
〇
〇
九
年
）

（
23
）
本
文
は
岩
波
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
24
）
大
曽
根
章
介
「
晩
年
の
大
江
匡
房
―
―
一
老
儒
の
生
活
と
文
学
」﹃
大

曽
根
章
介
―
―
日
本
漢
文
学
論
集
﹄
第
二
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
九

八
年
／
初
出
一
九
七
七
年
）。
大
曾
根
氏
は
晩
年
の
匡
房
が
寂
し
い
心

境
に
あ
っ
た
事
を
丹
念
に
析
出
し
て
い
る
。

（
25
）
本
文
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。


